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ライフコースに沿った基本から使いこなしまで 

パーシャルデンチャーは，口腔

機能が急激に変化する年代に必

要とされ，一時的な処置ではな

くライフコースに沿った治療と

しての役割が求められます．一

般的に歯科治療を多く経験した

患者さんほど口腔内の状況が複

雑化している現状もありますが，

歯科治療には，治療開始から終

了までの道程と長期予後を見据

えたディシジョンメイキング（方

針決定）とインフォームドコンセ

ントが重要となっています．

本書はパーシャルの1500症例

から治療のある一側面にテーマ

を持った症例をピックアップ

し，それぞれの治療のポイント

の解説，および詳細解説では別

症例の説明をていねいに行って

います．各章のテーマはすべて

パーシャルの治療操作の必須

ステップを掲載しました．各章

の内容を確認することで，臨床

におけるディシジョンメイキン

グと活用力が自然と体得できる

書となっています．
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�C�O�N�T�E�N�T�S

�C�a�s�e�	�1̶パーシャルへの導入
 A 症例　突然，義歯になると宣言された
 B 解説　治療開始時に行うこと

�C�a�s�e�	�2̶クラスプが緩くなった
 A 症例　使用中のパーシャルが緩い
 B 解説　前処置とデザイン

�C�a�s�e�	�3̶ブリッジから
            パーシャルへ
 
A 症例

　ブリッジが脱離してパーシャル    
　　　　が必要となった症例

 B 解説　印象採得と床縁形態

�C�a�s�e�	�4̶咬合挙上が必要なとき
 A 症例　パーシャルによる咬合挙上が必要なとき
 B 解説　新しい咬合関係の決定と記録

�C�a�s�e�	�5̶パーシャル装着のルーティン
 A 症例　装着した日から噛めるようになりたい
 B 解説　義歯装着と調整

�C�a�s�e�	�6̶変化への対応
 A 症例　予期されていた増歯修理を行う
 B 解説　義歯修理の背景を理解する



序 章　パーシャルを活用するためのディシジ 
　　　ョンメイキング

Case 1　パーシャルへの導入
 A 症例　突然，義歯になると宣言された
　1　経過のまとめ 
　2　診　査
　3　診　断
実際の治療経過
　1　プロビジョナルパーシャル（即時義歯）の製作
　2　設計の要点
　3　歯周基本治療
　4　プロビジョナルレストレーション
　5　ブリッジ，ディフィニティブパーシャルの製作
　6　ディフィニティブパーシャルの調整
まとめ 
 B 解説　治療開始時に行うこと
　1　診断のポイント：着目する4つの視点
　2　インフォームドコンセント：
　　　患者さんに何をわかってもらうのか

Case 2　クラスプが緩くなった
 A 症例　使用中のパーシャルが緩い
　1　経過のまとめ 
　2　診　査
　3　診　断
実際の治療経過
　1　概形印象（アルジネート印象材）
　2　前処置
　3　義歯の設計
　4　印象採得（上顎）
　5　咬合採得
　6　上顎ディフィニティブパーシャルの装着
　7　義歯の着脱指導 
まとめ  
 B 解説　前処置とデザイン
　1　パーシャルにおける前処置の重要性
　2　実例で示す前処置の例 
　3　前処置の手順
　4　目立たないクラスプの選択 
　5　支台歯の連結，二次固定，残根への変更

Case 3　ブリッジからパーシャルへ
 A 症例　ブリッジが脱離してパーシャルが
　　　　 必要となった症例 
　1　経過のまとめ
　2　診　査
　3　診　断 

実際の治療経過
　1　抜歯窩の上皮化の確認 
　2　ディフィニティブパーシャルの製作 　
　3　装着のルーティン
　4　抜歯部位のリライン
まとめ
 B 解説　義歯装着と調整
　1　義歯挿入時の調整
　2　維持力と適合の確認
　3　咬合調整
　4　粘膜面の調整
　5　調整完了 

Case 6　変化への対応
 A 症例　予期されていた増歯修理を行う
　1　経過のまとめ  
　2　診　査  
　3　診　断  
実際の治療経過  
　1　歯周基本治療  
　2　歯周基本治療後のポケットチャート 　
　3　ディフィニティブパーシャルの設計の要点
　4　メインテナンス  
　5　増歯修理　診療当日の流れ 　
　6　義歯修理の詳細  
まとめ   
 B 解説　義歯修理の背景を理解する 
　義歯修理の分類  
A．人工歯
　1　A-1：人工歯の脱離と破折 
　2　A-2：人工歯の摩耗  
B．義歯床  
　1　B-1：レジン床の破折  
　2　B-2：顎堤と粘膜の変化 
　3　B-2a：粘膜面の不適合
　4　B-2b：粘膜の損傷  
　5　B-3：設計の変更  
C．支台装置   
　1　C-1：支台装置の破損と不適合 
　2　C-2a：支台歯の喪失
　3　C-2b：支台歯の形態変更（支台装置を継
　　　続使用した例）
　4　C-3：設計の変更（残根→クラウン：減歯修理）
D．メタルフレーム  
　1　D-1：メタルフレームの破折
　2　D-2：レジンからの脱離 
パーシャルデンチャーの修理方法をチェック
　するためのフローチャート 

実際の治療経過
　1　治療順序の考慮
　2　歯周初期治療と下顎パーシャル製作
　3　下顎パーシャルの設計
　4　印象採得（下顎） 
　5　咬合採得  
　6　下顎パーシャルの装着 
　7　下顎パーシャル装着4カ月後にブリッジが
　　  脱離した
　8　上顎プロビジョナルパーシャルの製作
　9　上顎プロビジョナルパーシャルの設計
　10　義歯の装着  
　11　義歯の着脱指導  
まとめ   
 B 解説　印象採得と床縁形態
　1　部位による床下顎堤の違い
　2　辺縁形成と印象採得の手順
　3　筋形成を要しない場合　
　4　全部床義歯とは何が違うのか

Case 4　咬合挙上が必要なとき
 A 症例　パーシャルによる咬合挙上が必要なとき
　1　経過のまとめ 
　2　診　査 
　3　診　断 
実際の治療経過
　1　プロビジョナルパーシャルの製作
　2　プロビジョナルパーシャルの設計 
　3　プロビジョナルパーシャルの装着 
　4　プロビジョナル装着後の機能を経過から
　　　観察する  
　5　残存歯の歯冠補綴治療
　6　ディフィニティブパーシャルの製作 
　7　ディフィニティブパーシャルの装着 
　8　装着後の経過
まとめ   
 B 解説　新しい咬合関係の決定と記録 
　1　高径の変更が必要な症例とは
　2　咬合挙上を回避する場合
　3　咬合採得を正確に行うために

Case 5　パーシャル装着のルーティン
 A 症例　装着した日から噛めるようになりたい
　1　経過のまとめ
　2　診　査 
　3　診　断 
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